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木曾山地北部の非変成古生層ならびに領家変成岩原岩の堆積相についての考察

礒見　　博管　片田正人凶

Consideration　on　Some　Sedimenねry　Features　of　Non－meねmo叩hosed

　　UpPer　Paleozoics　and　Ry6ke　Meta卑orpkics　in伍e　Nortkern　Part

　　　　　　　　　　　　　　ofKisoMountainland，CentralJapan

　　　　　　　　　　　　　by

Hiroshi　Isomi＆Masato　Katada

Abstract

　　　　　　　The　northem　part　of　the　Kliso　mountainland　corresponds　to　the　transitional　area　of　zones

of　non－metamorphosed　Upper　Paleozoics　and　Ry6ke　metamorphics　which、are　regionally　metamor－

phosed　representatives　of　the　Upper　Paleozoics．　These　rocks　belong　to　the　thicklyαccumulated

deposits　in　the　gβosyncline．

　　　　　　　The　Paleozoic　deposits　are　lithologically　grouped　int6chert　facies，fine－clastic　facies　and

coarse－clastic　facies．　The　chert　facies　is　referl・ed　to　chert　associated　with　bas三c　pyroclastics　and

limestone　in　small　amomt．　The五ne－clastic　facies　consists　mainly　of　sh＆1e　accompanied　by　small

amomt　of　fine－grained　sandstone．　The　coarse－clastic　facies　means　coarse－grained　graywacke

sandstone　forming　thick　massive　be（ls．　From　the　combination　of　the　three　facies　above－mentioned

and　from　their　dogree　of　development，are　discriminated丘ve　zones　running　p＆rallel　with　each

other、

　　　　　　　Remarkable　features　observed　in　the五ne－clastic　facies　are　as　follows．

　　　　　　　a）　H81雁n渉ho∫46α，a　fossil　trail　ubiquitous　in　the　Alpine　Flysch　and　its　equivalent　for－

mations　in　other　younger　oro3enic　regions，is　frequently　found≒n　sw＆rm　in　the　area　und倶r　questionド

　　　　　　　b）　Clastic　muscovite　flake＄are　abund且ntly　contained　inもhale，siltstone獄nd五ne　sandstone．

They　form，in　many　c3ses，1alhina五n　shale．

　　　　　　　c）　Plant　fragments　occur　occasionally　in　cαrbonaceous　shale　or　siltstone。

　　　　　　　The　characteristics　of　the　coarse－clastic　facies（coarse　graywacke）are　as　follows．

　　　　　　　d）Main¢onstituents　of　the　coarse　graywackeαre　quartz　occasionally　showing　mylonitic

texture　and　fresh　feldspars．　Among　feldspars，plagioclase　is　dominant　over　alkali－feldsp＆r』

　　　　　　　e）　Coarse　g；aywacke　bed　characte；istically　confains　shale　inclusions．　、lt　includes　some－

times　pebbles　of　chert，and　more　often　is　conglomeratic，

　　　　　　　f）　Pebbly　mudstone　occurs　in．close　association辱with　conglomeratic　coarse　sandstone　bed．

　　　　　　　So血e　coarser　parts　of　the　iine－clastics－　　siltstone　and　fine　sandsto血e　　　exhibit　grading

Φhenom6na，and　sometimes　are　rev6aled　convolute　Ia無inations．　These　facts　are　suggestive　of

sedimentation　from　turbidity　current．On　the　other　hand，in　the　coarse』clastics，grad三ng　is　mostly

indistinct　within　sandstone　bed　in　spite　of　its　graywacke　type。、Moreover，no’grading　relation

is　foun（l　between　the　sandstone　bed　and　its　overlying　andμnderlying　fine－clastics，如ut　betw6en

them　is　recognized　abrupt　change　in　grαin－size．　The　areal　distribu亡ion　of　coarse－clas㌻ics　gives

the　impression　of　its　encro＆ching　upon　the　chert　facies　territory．．Judging　frQm　these　facts，

the　wfite士s　are　inclined　to・infer　that　the　abnormal　intense　turbidity　current　which　shou1（i　be

invoked、for　sedimentation　of　the　coarse－clastics　is　dif［erent　from　the　norm＆1weak　turbidlty
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current　respon＄ible壬or　fine－clastics，　and　that　both　types　are　n（》t　in　direct　relation　to　each　other．、

The　cause　of　triggering　of［the　intense　turbidity　current　may　be　episodic　and　frequent　changes　of

bottom　form　within　geosyncline．　Therefore，the　abundant　occurrences　of　the　coarse－clastics　cαn

be　said　to　indicate　the　unst琴ble　condition　of　the　Lafe　Paleozoic琴eosyncline，　And　they・seem　to

吊hare　the　e鉦ects　of　the　tectopic　disturbances　during　Middle　Pemian　with　the　sporadic　occurrences

of　the　intraformational　conglomerates　of　granite　and　other’pebbles　hitherto　reported　in　the　Inner

r
S
idegfS・uthwest」apa几

　　　Bro裂dly　speaking，general　features　of出e　PaleQzoic　sedimentation　in　the　area　under

questionレdo　ndt　diflerF　from　the　Flysch占type　sedimentation，6xcept　for　the　de伍ciency　of　rhythmical

altemation　of　sandstone　and　shale・and　the　associaton　with　stronger　chert　sedimentation　accom－

panied　by　rather　active　submarine　volcanism　in　the　Paleozoic　geosyncline．

要．　旨

　木曽山地北部の領家変成岩およびその北に続く非変成

帯を構成する古生層中に，いわゆる異常堆積の現象が認

められる。すなわち，生痕化石の産出すること，細粒砕

屑岩のなかに白雲母片の多産すること，植物破片がみい

だきれること，礫岩および礫状岩があること，などが注

目きれる。古生層の主要な構成物である砂岩の産状およ

び組成がgraywa唾eタィプであることと相まつて，こ

の異常堆積の現象は，turbidity　currentによる堆積現象

とみなされる。

1・まえがき

　改めていうまでもなく，地向斜における砂岩一gray－

wacke一の堆積作用がturbidity　currentの作用による

ものであることは，－広く認められている。・すなわち，た

とえば大陸や安定地塊の周辺のデルタ状の地域とか，大

一陸棚のような地域にまず砕屑物が急速に堆積する。この

未凝固の堆積物のマスの末端部が，ある原因によつてす

べり出し，それが比重の大きなturbidity　cur■entζな

つて重力の影響の下に地向斜の傾斜に沿つて流下し，遙

　　　　　　　　　　りか遠方の傾斜が小きくなつた所でgraded　graywaごke

が堆積する1と説明きれるのである。この種の堆積物は，

lurbiditesとかresedimentsとか・呼ばれている。tur一

、bidite呂の堆積相やその古地理的意義については，Kue・、

nenとその協力者その他によつて，近年しばしば論じち　、

れている。

　これから述べる木曽山地北部の古生層の砕屑岩が，こ

のような堆積相をそなえていることは，当然予想される

ところであつて，至極あたりまえのことといわねばなら

ない。しかし，この地域は，領家変成帯の外縁部にあた

り・変成帯とその北側の非変成古生層地域との橋わたし
　　　　　　　　　rをなす地域であるので，’その堆積相をもつと内側の古生

層の堆積相と比較検討することは，日本の古生代後期の

，地向斜の古地理を考えるうえに重要な意義をもつものとF

いえよう。このような試みの一つとして，木曽山地北部

の古生層の，とぐに砕屑岩の堆積相について気付いた点

を述べてみたいと思う。

　木曽山地中蔀の地質については，最近，東京教育大学

の方々の変成岩・花嵩岩を中心とした研究10）11）が発表き

れているし∫筆者および村山正郎聖・山田直利・河田清

雄4）も木曽山地中・北部の地質のあらましを報告した。

本論文は，筆者の担当した5万分の1r伊那」図幅の野

外調査資料に主としてよつたものである。この野外調査

にあたり，・柴田秀賢・大木靖衛ら東京教育大学の方々の

研究12）13）および亀井節夫2）9）ら信州大学の方々の古生層

の研究におうところが大であつたこと，ならびにすでに

公刊きれたr上松」3）l　r赤穂」8）の各地質図幅によつた

点も少なくないζとを，明記しておぎたい。

2．古生層のあらまし

　2．1・古生層の岩相

　古生層は，領家帯に属する変成岩をも含めて大きくみ

ると，山嶺の延びの方向に平行してNEないしNNEの

一般走向をもつて，帯状をなして分布している。

　この地域の古生層は，岩相と帯状分布とからみて，大

きく3分される。これらを，便宜上，北西部帯（1），中

部帯（五），南東部帯（皿）と呼ぶことにする。

．北西部帯（1）の岩相

　泥質岩・砂岩を主とし，テヤ」トに乏しい岩相（I　a）

と，チャ｛ト・珪質粘板岩を主とし，そのほかに塩基性

火山岩や少量の石灰岩を挾む岩相（I　b）とに，細分き

れる。

　I　a相一泥質岩・砂岩相：　非常にチャートに乏しい

・岩相である。最も多いのは泥質岩である。泥質岩には，

泥岩ζいえるようなきわめて細粒の部分が多いが，その

ほかに，それよりや＼粗くシルト岩といつた方がよい部

分がある。これらは，‘おのおの数mm位の厚さで互層す

2一（1038）
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る場合がめだつている。また，量的にはそれらほどには

多くはないが，細粒の砂岩があり，大低の場合数mm位

のラミナをなし℃上記の泥質岩の互層に加わつてい

る。細粒砂岩とシルト岩とは，漸移しgradingを示すこ

とが多い。

　以上のほかにう粗粒の硬砂岩も多い。これは，泥質岩

の爽みなしで多くの場合1～2mの塊状の層をなしてい

る。この塊状砂岩層は，それ自体のなかでの粒度のレイ

ンヂが小きなためgradingは明瞭でない。そして，その

上下の細粒砕屑岩に対し，はつきり一線を画して分かれ

ており，上・下層に対するgradip9も認められない。

　I　a相に属する泥質岩の一部一多くの場合シルト岩一

には，白雲母片の多いラミナが非常に多く，また，完全

に炭化した植物の破片が含まれることがある。かつて～

“味噌川の中生層”と考えられむのは，これら特異な岩石

の多い部分であり，1α相の一部なのである。

　I　b相一チャート相：　チャートの優勢な岩相であ

る。大きくみて，2帯をなして分布する。北西側に分布

するものでは，たとえば宮の越近傍，橋戸などに見られ

るように，赤色のRadiolarian　chertが顕著である。チ

ャートは，珪質の粘板岩に移化する。

　この岩相に伴う泥質岩は，暗灰色のものが多く，きれ

いな黒色泥岩は少ない。チャートと細かく互層するもの

以外には，はつきりした層理の見られる場含はまれであ

る。

　I　b相に属する副次的な岩石として，、塩基性火山岩が

，あり，局部的には少量の石灰岩もある。

　中部帯『（■）の岩相

　チャートに乏しい岩相（：肛a）と，チャートの多い岩

矛目（1【b）　とに分けられる。

　：肛a相一泥質岩相：　泥質岩によつて特徴づけられる

岩相である。とくに，その北半部では，ラミナのよく発

達した，または層理の発達した泥質岩が優勢であるるし

かし，南半部では，粗粒・塊状のI　a相に記したのと同

じ産状の砂岩が，かなり多い。

　チャートは，非常に少なく，いずれも薄層をなし，連

続性に乏しい。

　皿：a相は，次に述べるチャートの多い岩相皿：b相の北

に平行して帯状に分布するが，分布地域の南西部ではー

b相とinter6ngerの関係にある。

　丑b相一チャート・泥質岩・砂岩相：　チャートと泥

質岩・砂岩からなる岩相であるが，とくに，厚いチャー

ト層の発達により特徴づげられる。

　1【b相は，大きくみて，』粗粒砂岩の多い岩相（皿）に

移り変わるのみでなく，この岩相自体のなかにも皿相と

、
、

同じ岩相を示す部分が認められる。

　南東部帯（皿）の岩相

　砂岩・泥質岩の多い岩相である。これらは，大体，I

a相の岩相に類似しているが，泥質岩のこまかな性質

は，軽微な変成作用をうけているため，不明の点が多

い。粗粒塊状の砂岩層は，I　a相におけるように数多

く，また，その一部がしばしば礫を含んでいるのが著し

い特色である。

　このほか，チャートに富んだ］lb相のような蔀分も多

いが，そのチャートも∬b相におけるほどには著しいも

のではない。

　古生層の堆積物を，チャート相，粗粒塊状の砂岩を代

表する粗粒砕屑岩相，泥岩・シルト岩・細粒砂岩を代表

する細粒砕屑岩相に．3分しで，これら3者の組合せによ

つて，北西部・中部・南東部の各帯の岩相の特色を表示

すれば，次のようになる。

北
誕一一

帯

Ia相

Ib相
中
　（］工a相
部∬・・

　）1エb相
帯

南

艶
帯
皿相

霜・．戸ト響粒砕雛粒嘱

◎

◎

○

◎

◎

○

O

◎

O

◎

その他の
特　　徴
生痕・雲母片
がとくに多い

◎特徴的なもの　　『○普通にみられるもの

礫岩が著しい

2．2　古生暦の構造

大きくみて，古生層の一般走向は，北東部ではENEで

あるが，中央部ではNSへと急転し，南西部ではふた＼

びENEにもどる。すなわち，S字の両端を引きのばした

ような形をとつている。この屈曲部にあたり，NNW方

向の著し炉断層帯があり，之れを神谷断層帯と呼ぶ。幅

2パ3kmにも及ぶこの断層帯は，地層を著しく破砕し

ており，南東方では幾本かの断層1こ分岐して，伊那盆地

の段丘の下にも、ぐる。しかし，この断層による地層のず

れは，意外に小さい。

　ほ黛走向に沿つた断層としておもなものは，北西側で

は奈良井断層が，南東側では伊那断層がある。奈良井断

層，もまた著しい破砕帯を伴なつた大断層であるが，とぐ

に注目すべきことは，この断層の北西側の古生層のみが

地塊化していてその傾斜の向きも一定しないことであつ

て， 南東側の古生層が大局的にはS　Eに傾斜した単純な

構造を呈するのに対して，著しい対照をなしている。

　伊那断層は，伊那谷に面する断層崖の根元をなすもめ

3⊥（1039） 焼
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である。．断層付近の地層は』その傾斜の向きが一定でな

く，構造がとくに複雑になつている。

　これら各断層は，，著しい破砕帯を作り，地形を支配し

ている。泥質岩の破砕きれた部分は軟かい断層粘土と化
P
し ているらしかし，同じく破砕生成物の一部とみなされ

る角礫岩一第7章の第4のタィプーが全く固化している

ことなどからみて，これら断層が古生層の基本的構造形

成に関係した大擢曲運動の産物であり，後にふた㌧び活

動して断層粘土を作つたものとみられる。

　古生層は，一般に，50。以上の傾斜角をもつた高角度

の構造をしている。しかし，南東側のE　b相や皿相中に

は，30～40。の比較的緩い傾斜をなす部分があり，この

部分は地域内で変成度の割合に高い部分にあたるので，

もつと変成度の高い領家帯中に報告されている緩い摺曲

構造と相通ずるものがあるといえよう。

　きらに～もつとくわしく地層の変形の様子をみると，

傾斜の向きが急変する所では，ほとんど常に断層が認

められ，単純な背斜とか向斜とかば認められない。ま

た露頭の範囲内でみて地層がうねつている所でも，小断

層が付随している。そして，この小きぎみな摺曲は，塊

状粗粒の厚い砂岩層の無い部分に限られる。一方ジ厚い

砂岩層を含んだ露頭では，きれいな摺曲がみられない代

りに，砂岩層の境目はまわりの細粒砕屑岩に対して相対

的にすべつているし，砂岩層自体は，割れ目が多くなつ

たり，石英脈に貫かれたりしている。そして，、；gよう

な厚い砂岩層と砂岩層との間にある泥質岩の爽みは，二F

枚岩状を呈している。このような擬乱をうけて古そうな

外観を呈する部分は，ある幅をもつた断層の一部にほか

ならない。エa相の，断層運動のみられない部分は，若・

そうな見掛けを呈しダー見中生層のよう’にきえみえる。
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　2・3　古生層の地質時代

　木曽山地の北部には，時代を指示する化石はまだ発見

されていない。僅かに，この地域の南西方にあたる野尻

付近でy466加石灰岩が知られてい多3）7）にすぎない。

この含化石石灰岩を含む古生層は，古生層地域主部から

孤立している。しかし，大きく木曽山地の構造を眺め，

その岩相を検討してみると，野尻のy訪6∫nα石灰岩が本

論文でI　b相とする部分の延長にあたるこ≧は・ほ黛確

実である『。したがつて，当地域の古生層は，少なくとも

その一部分は中部二畳系であり，全体としてもそれよ．り

あまり時代の離れた地層とは考えら旭ない・

3．　H61吻窺ho沼顔の産出すること

　この地域の古生層中にほ，生痕の化石が少なくない。

それらのうちで，とくに数多くしばしば産するのは

H81痂磁ho’漉αのなかまの化石である。

　その産出は，ラミナの良く発達した泥質岩に限られ

る。まれには幅2mm位のこともあるが，たいていは幅、

1mm前後，ループ状で河川のメアンダーを思わせる形

をしている。欧洲アルプス地方で普通に産するものより

も小型で，うねり方もや、緩く，もつと不規則である。

生痕の部分とそうでない部分とゐ凹凸の差はきわめて少

なぐ，微細なせいもあろうが，・もともと生痕の部分の凹

みは少な期つたものと思わ燕る。常に密集して産する。

　この化石は微細で認めにくいものであるが，・生痕の刻

まれた部分が，多くの場合，白雲母片の密集したラミナ．

に覆われたり，炭質物に富んだりするため・そのデリケ

ートな印象が識別きれるのである。ラミナの発達の悪い　1

泥岩中にも，この化石はあることはあるが・その場合非

常に不鮮明である。ラミナに平行な割れ目に富んだ岩石

で，ラミチに沿つた面が出せる場合，化石はとくに明瞭

に見られる。露頭でや＼風化の進んだ部分は，軽くハン

マーをあてるだけで紙を剥ぐように薄く割れるため，化

石は多くこの部分に発見された。このほか，ごく軽度の

変成作用をうけて黒雲母ができ「ている場合にも，光沢の

差のため，はつきり認められる。

　筆者がこの化石を確認した場所は，第2図上に×印を

記してある。

　H8伽傭んoJ4εαという生痕化石は，アルプス地方の白

i璽紀後期ないし古第三紀のフリラシュ（Flysch）にきわ

めて多い化石であり，フリッシュの一つの特徴をなすも

のであつて，Flysch　a　Helminthoidesなどという地層

名をさえもたらしている，アルプス以外の若い造山帯で

も，フリッシュと呼ばれたり，それと同じ意義をもつと

される地層中に，世界各地に広く産している・

　こ＼で一応の問題となるのは，耳ε伽傭んoε4顔がアル

プス造山期のFlysch堆積時代の特徴的な化石であるの

だから，それを含む当地域の地層も中生層ではないか，

乏いう疑問であろう。しかし，この化石は，I　b相の塩

基性火山岩一石灰岩層に直接接した泥岩（蟄川付近）中

や，チャートを挾んだ地層（菅付近や橋戸沢）中に産す

ること，また，この化石を含む地層自体が領家変成作用

をうけていること（たとえば藪原の南方）をあげれば，

ζの含化石層が古生層の一員であることは明臼である。

筆者は，H♂雁鉱ho64飢がアルプス造山期以前の地向

斜性堆積物中から産する例がほかにあるのか，無いのか，

知らない。仮りに無いものとしても・生痕化石が時代を

指示するものではなく示相化石にすぎないことはいうま

でもないのであるから，’こ中化石の産出することは，フ

リッシュに似た堆積環境を示すという点においてこそ深

い意味をもつのである。

　之ころでフリヅシュといえば，、その堆積物，とくに硬

砂岩の構成物の大部分は，地向斜から誕生しそれを分化

させ・たコルヂレラに作用したすきまじい削剥作用によづ

て供給されたもの，と一般に考えられている。しかし，

このような供給源の見方に対して，Kuenen6）は，各地の

フリッシュおよびそれに相当する地層の堆積学的数研究

に基づいて異なつた結論をだしている。フリッシュ地向

斜の砕屑物の大部分の起源が，フ．リッシュ地向斜そのも

のを限るコルヂレラ自体に結びつくものでなく，もつと

遠くの供給源に由来するとするKuenenの考え方一その

可能性は非常に大きい一が受け入れられるどすれば，日

本の二畳紀の地向斜の内部には多量の物質を広域にわた

つて供給できたような明瞭なコルヂレラの存在は考えら

れないとはいえオ日本の地向斜g堆積作用もフリッシュ・、

のそれと本質的には大差がないといつてよかろう。とは

いえ，アルプスの古典的なシエマをそのまま日本の古生

代後期の地向斜に適用して，その地層の地史的な位置づ

けを試みる必要はない。日本の二畳系の大部分について，㍉

強いてフリッシュという語を用びるのは，やはり誤解を

まねくおそれがあるので，pre－Flyschとかsub－Flysch

とかいう方が適当であろう。フリッシュ的な堆積岩と優

地向斜的な岩石一塩基性火山岩一とが共存するからであ

る。この場合，pre－Flyschという言葉にはFlyschに先

行するという意味が含まれるのであるから，日本の場合

のようにFlyschにあたるものがはつきりしない場合に

はsub－Flyschの方がふさわしいと思われる。

　なお，・この化石は，当地域だけでなく，内帯の各地に

　も産する。片田は御岳の東方で，礒見は岐阜県郡上八幡

の付近で，ごの化石を発見している。た攣，木曽山地北
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部ほどには多くないことだけが違つているにすぎない。

なにはともあれ，探せば，日本の古生層全体に，「少なく

とも内帯全域に，見つかるのではなぐ・かと思う。

4．』細粒砕屑岩のなかに白雲母片の多いこと

　細粒砕屑岩には，しばしば白雲母片が沢由含まれる。

多くの場合，かなり炭質物に富んで暗灰色を呈する泥質

岩中にラミナ状に密集して産する。このほか，非常に細

粒の砂岩またはシルト岩で炭質物に富んだ泥質のマトリ

　ックスの多いもののなかに，特定のラミナをなさずに散

在して多数含まれることもある。白雲母片の大ききは1

オnm前後で肉眼で粒子のはつきり認められる位のものが

多い。

　白雲母片を含んだ細粒岩は，I　a相中にきわめて多

　く，一般にチャrトを伴わないで砕屑岩のみからなる部

分に特徴的である。チャートと完全に移化する泥質岩中

には無いし，I　a相以外のチャートで特徴づけられる岩

相には少ない。とはいつてもプI　a相のレンズ状チャー

　トのすぐ上または下の部分から産することもあるし，I

　a相以外でもHε伽磁ho歪4侃の産するような部分には

ほとんど常に認められる。変成作用の進んだ部分一南東

側をしめる地層一では，変成作用による雲母の形成があ

　るため，堆積源の白雲母があつたかどうかは判断できな

い。

　とくに澤意しておきたいことは，白雲母片の多い細粒

砕屑岩がgfading（細粒砂岩→シルト岩）を示すことも

あるし，convoluむe　laminationなど・turbidity　currentか

　らの堆積物の特徴をそなえているもののあることであ

　る。この事実から，白雲母片を運んできた営力は一種の

（弱い）turbidity　currentであると1結論できよう。　も

ちろん，粗粒塊状の砂岩の構成物中にも白雲母片は存在

する。

　なお，これら白雲母片のすべてが変成作用の産物では

ないかという疑いも，生ずるであろう。これに対しての

反証としては，I　a相の大部分には別に変成作用の証拠

はないこど，白雲母片がきれいなラミナをなすこと，変

、・成作用の弱い部分では砕屑物起源の雲母と変成鉱物とし

ての雲母とは錦下ではつきり区別できることを述べれば

充分であろう。また，，これら白雲母片がauthigenicな

　ものでないことは，以下に述べるような鏡下で産状と大

いきを検討すれば，はつきりわかる。

　Micaceousな泥質岩の鏡下における観察

　．鏡下でみると，各ラミナごとに量に多少はあるが，変

質物質のほかに石英・長石・白雲母・黒雲母などの粒子

、が識別きれる。白雲母と黒雲母とでは，黒雲母の方がよ

り厚味を帯びたものが多く，二次的変質をうけている。

　白雲母には大小様々の大きさのものがある。大型のも

のは，ラミナに平行方向に並び，ゆるく曲つていること

が多い。ときにはよごれていることもあり，結晶の末端

などが機械的にこわされていることもある。また，砂質

の岩石では・石英・長石粒に圧きれて・はなはだしく曲

つたり，こわされたりしている現象もめだつ。このよケ

な大型のものは，砕屑物起源のものであることは明白で

ある。

　微細獄白雲母は，はつきりわかりかねることが多い

が，』明瞭にauthigenicと思われるものも存在する。

　authigenicなものと変成作用で最初に生じたものとは

区別できず，これらの場合は，必らず微細結晶で，一般

に絹雲母といわれているものである。そして，ラミナの

方向に並ぶという曝状よりも，長石・緑泥石に伴うなど

特定の部分に生じていることが多い。

　白雲母片の産出は，この地域にとくに多く，他の地域

では少ないものらし㍉・。たとえば1筆者は，飛騨帯によ

り近い郡上八幡付近の古生層を調べたとき，白雲母片が

非常に少ないことに気付いた。白雲母片の古生層中にお

ける分布状態は，地向斜当時の古地理を考えるうえに，

興味深いものがある。

5・植物破片の産状

　味噌川一帯に分布する地層中に植物化石の破片が産出

することは，すでに知られており2）9）12）これが“味噌川

の中生層”説のまきしくおもな論拠であつた。

　われわれの調査範囲にはこの“中生層”と考えられた

地層分布地域の南半部が入るにすぎず，第2図の上で⑭

の印の記きれた少数の地点でしか，植物化石の破片が採

集できなかつた。

　われわれの得た標本では，植物の破片は，炭質物に富

み雲母片の含まれた泥質岩中に，ラミナに平行に，一定

の薄い層ないしはラミナをなして，入つている。普通

は，長径15mm，短径数mm以下の短冊状の破片で，

・まれには長さ40mm内外の細長い棒状のものもある。

完全に炭化しており，扁平におしつぶきれている。これ

らの長径の向きは，同一標本中でも必ずしも一定してい

ない。これら破片は，少なくとも大きなものは，葉の断

片ではなく，茎や枝の破片とみなきれる。

　筆者は鑑定しうる可能性のある標本はまだ得ていな

い・これまで・この地方産の植物化石として，中生代を

示すと思わせる種名が（？）をつけて発表されている2）9）

が，化石の記載はなされ宅いない。その同定の真実性を

筆者は疑つているが，もし正しいとしたら，植物破片を
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木曽山地北部の非変成古隼層ならびに領家変成岩原岩の堆積相についての考察（礒見博・片田正人）

　　含む地層は次に述べるように古生層の一員にほかならな

　　いのであるから，日本の古生代後期の地向斜が中生代の

　　ある時期まで続いたことになるのであり，単に一地層の

　　地質時代の問題にとどまらなくなるわけである。したが

　　つて，その古植物学的データが専門家の手で公表きれる

　　ことが望ましい。

　　　5．1　“味噌川の中生層”論に対する及証

　　　従来木曽地方の中生層とされたもののなかには，石英

　　斑岩と密接な関係にある中生層と，チャートに乏しい古

　　生層の砕屑岩層とが区別されることは，筆者がすでに述

　　べた3）てとがあるが，味噌川の地層が後者の場合である

　　ことも，最近簡単に報告4）してある。この後，この考え一

　　方を強く裏づける新たな事実も得ら旭たので・次にこの

　　周題について，ふ、れてみたい。中生層説の論拠ζ思われ

　　るものに対しては，われわれは次のように答えたい。、

　　　　翫：L1一見して若そうな見掛けをすることに対して

　・　　　たとえば，味噌川をきかのぼると，下流部では，地

　　　層はかなりもめていて，いかにも古生層らしい感じが

　　　する。次いで，かなり炭質物に富んだり雲母片に富ん

　　　だりした，もめていない地層が目につき，中生層では

　　　ないかという気がすお。，これをすぎると，ふた、びチ

　　　ャートを含んだ古生層らしい地層が現われる。この場

　　　合，かつて考えられたことのあ，るように，中生層らし

　　　い地層が両側を断層で切られて古生層地域中に地溝状

　　　に落ちこんだものと考えるのも，ごく自然であるとい

　　　わねばなら搬。、しかし，この中生層ちしく見える岩石

　　1の露出する川筋から離れて，そめ東方や西方の小さな

　　　枝沢に入ると，やはり，古生層らしい古めかしい岩石

　　　が見られる。そして，もめた古めかしい地層も，岩質，

　　　そのものは若そう』なものと変らない。したがつて，こ

　　　の場合，先に古生層の構造の項に述べたように，下流．

　　　部と上流部とには川筋とや㌧斜交する小断層の存在す

　　　．ることが，結論きれる。そして，とくに中流部の若そ

　　　うな地層の部分には粗粒塊状の厚い砂岩層が無いので，

　　　高角度領斜構造の生じたときに，厚い砂岩層と泥質岩

　　　とのcompetencyの差に基づく差別的なすべりを伴わ

　　　ないで，全体が一様に傾斜したもの，と解される。要

　　　するに，一連の地層ではあるが，部分によつて擾乱の

　　　受け方に差があるため，若そうな部分と古そうな部分

　　　とができたにすぎない。

　　　　5。1．2　植物化石の破片の産出することに対して

　　　　先に述べたように，植物破片の産状は，それが非海

　　　成または陸地に接近した堆積環境を示す証拠では決し

てなく，これらが遠くから流きれてきたものであるこ

　　　一とがまず断言できる。筆者が植物化石を採集できた産

地は数少ないものではあるが，それらのうちの一つ，

柴原のものは，これまで誰しも古生層とみなした地層．

中のものである219）12）11）。また，植物破片を含む岩石に

つきものの炭質物に富む泥質岩は，味噌川付近にとく

に多し）とはいえ，ともかく，地域全般にわ孝り広く産

出するのである。なお，筆者の一人（礒見）は，郡上

八幡の南西方の中部二畳系にも同様な植物化石片，お　．

よび無煙炭層ともいうべき炭質物の薄層の産出するの

を何箇所かで確認しているし，柴田秀賢その他も上河

内付近や木曽御岳南麓の古隼層中に植物化石の産出を

報告している13）14）註1）。こうしてみると，内構の地向

斜堆積物である古生層に植物化石の産出することは，

比較的珍ら・しいことではあつても，広く各地に認めら

れる普遍的現象といえる。，なお，このような植物磯片

の産出は，フリッシュ型堆積物中には珍らしいことで

はないようで，世界各地から記録されている。F

　5．1．3巻貝の化石の産出することに対して

　柴田秀賢は，木曽福島で巻貝の化石が産出するとい

う興味ある報告12）15）をしている。その産地付近には

礫岩や礫状岩を伴う粗粒塊状の砂岩層が発達し，これ

は・筆者の観察によれば・チャ7ト相の地層と整合に

重なりあつているもので，古生層の一員である。この

巻貝化石は保存が悪くてよくわからないらしいが，か

りにそれが浅海凄のものであるとしても，地向斜堆積

物中に浅海凄の化石が産出することだけではその地層

が浅海性であるといえないことは茨これまでしばしば

注意きれていることである。それどころか，浅海縷の

化石が深海凄のものと共存したり，非浅海性の堆積物

中に見られたりすることは，それら堆積物や化石が浅

所か阜turbidity　current！こよつて深所に運ばれ・堆

積し，定着したものとする学説の有力な論拠ときえな

るものである。

　5・1・4Micaceous　shaleのあるということ14対して

　先に述べたように，雲母片は，チャートを伴なわな

い若そうな感を与える地層のなかのみでなく，古生層

とするに異論の全く生じない地層中にも，産す為。

　5．1．5・礫岩があるということに対して

　粗粒で塊状厚層をなす砂岩層あ一部に，礫岩および

礫状岩の見られることは，古生層全体に共通した現象、

註1）　なお，渡辺和衛（1955，P。 73）16）は，桑名市北

　西方の養老山塊山麓に無煙炭を含んだ砂岩層のあ

　　ることを報告している。その炭質は成羽の三畳系

　　のものに類似すると記載きれているが，この地層

　　もおそらく二畳系の一員であろうと，筆者には思

　　われる。
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である。そして，これら礫岩は，内帯の中生層の礫岩

とは堆積相を異にする。礫岩・礫状岩については，後

に第7章で述べることにする。

　5．1．6　その他の堆積相や構造について

　以上あげたことがらのほかにHε1〃z∫窺ho歪464の産

出，砂岩の性質や産状など，堆積相はすべて，中峯層

かも知れないと思われる若そうな岩石にも，古生層に

まちがい尽い古そうな地層にも・共通である・構造の

点からみても，摺曲の度合，様式に大差はない。ま

た，木曽山地中・北部匠古生層と中生層との両方があ

り，たまたま両者が地向斜性の堆積相を共有するにす

ぎないということは，日本の地史からみて，もちろん

考えられない。

　5。1．7　とくに宮の越東方のチャートを伴わない地

　　　　層だけは中生層であろうとする考えに対し

　　　　て
　最近の論文を見ると，味噌川の地層は古生層に改め

られているが1宮の越東方のmicaceous　shaleゑ含

む地層（本論のI　a相の一部）だ廿はやはり中生層と

して残きれている。この地層は，南の方では扇状地に

覆われて少レの間途切れはするが，木曽福島の南を径

て上松図幅地域で筆者が含礫岩相の古生層3）と呼んだ

地層に及び，一続きの地帯をなしている。含礫岩相が

古生層の一異相にほかならないことはかつて述べたと

ころであるが，そのさい，雲母片に富む頁岩について

はふれなかつたので，宮の越東方のI　a相についてと

くに述べてみたい。木曽福島の南で含礫岩相の古生層

中に見られるというmicaceous　shaleは，その北東方

にあたる宮の趣東方のI　a相にもあるし，砂岩その他

の堆積相も全く共通なので，Ia相が宮の越東方から

上松図幅地域の含礫岩相の地域に連続して分布するこ

とは，，ほ黛明白である。た聖，この地帯にはまだチャ

ートが全くみつかつていず，この点が，この地帯の地

層が中生層ではないかとの疑いの余地を残す唯一の拠

点である。ところで，宮の越東方の地層を，チャート

柑（I　b相）の地帯を隔てて西方のI　a相と比較して

みると，砂岩の性質とあり方，micaceousな泥質岩の

あること，しかもそれが味噌川にみられるよりも量的

に少ないこと，H81痂η哲ho沼θαを産すること，など堆

積相はすべて符合する。そして，宮の越西方のI　a相

でまれに見られるチャートは，いずれも薄く連続性に

乏しいことや，味囎川の中生層と考えられていた地層

中に最近になつてようやくチャートの小レンズが見つ

かつたこと，などを考え合わせると，宮の越東方の地

層は，I　a相のチャートを全く欠いた部分であると同

定せぎるをえない。構造的にみても，宮の越東方と西

方とでは，一般走向にも変形の程度にも違いはないの

である。

6・砂岩の産状とその一解釈

　砂岩は，細粒で，非常に薄い層またはラミナ状をなす

ものと，粗粒で，厚さ1～2m内外の塊状砂岩層をなす

ものとに，大きく2分される。両者は堆積相が著しく異

なり，それらの中間のタィプのものは非常に少ない♂

　両者の産状を比較してみると，次のようである。

　6・1粗粒の塊状砂岩層硯産状

　1）砂岩だけで，他の岩石の爽みなしに，独立した厚

』層を作つている。

　2）層の内部では，graded　beddingは明瞭でない。

た黛し，とくに粗粒になり礫を混じえたりするような場

合にのみ，大きくみて，肉眼的にgradingが認められ

る．しかし，この場合にも，礫のはいる部分は必ずしも

下底ではなく，なかほどにあたることもあるゐすなわち，

その場合のgradingは，simpleではなくcompoundで

あるとみられる。

　3）　粗粒砂岩層がその上位および下位にある泥質岩に

接する場合，それらの間に細粒砂岩の介在することな

く，砂岩と泥質岩は一線を画して分けられ，両者間の粒

度の変化は飛躍的である』すなわち，両者闘にはgrad－

ing現象はみられない。

　4）　砂岩層の内部には，成層面など平行な構造は，認、

められない。

　5）　粘板岩のパッチ（角ばつ準薄い大小の破片）のは

いつた礫状岩一次に述べる第7章の第1のタィプーは，

この種の砂岩に特徴的に多い。またどきには，円礫を混

，じえることがある。

　6）H81而初hoぎ4θ4などの生痕化石は，この種の砂岩

下底のキャストとしては全く見られない。

　6．2　細粒砂岩の産状

　1）細粒砂岩は，シルト岩と相伴つて，細粒砕屑岩相

の一部をなしている。細粒砂岩は，大ていの場合，数m

m位の厚きでラミナ状をなしたり，薄い層をなしたりす

る。数cm位の層をなすことは，比較的まれである。

　 2）細粒砂岩からシルト岩へと，・gradingが見られる

ことが少なくない。シルト岩は，黒色泥岩に対して漸移

的である。

　3）細粒砂岩の，それに直接する泥質岩に対する境界

は，大ていの場合，細粒砕屑岩相全体に見られるラミナ、

の方向に平行である。しかし，ときには，細粒砂岩の数

mm位の層がくさび状をなして泥質岩中に挾まれている
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ことがある。この場合，細粒砂岩の境界は全般的なラミ

ナの方向と幾分斜行し，この産状は小規模な斜交葉理の

州部であろう。

　4）・細粒砂岩が数cm位の厚さをもつ場合，比較的ま

れではあるが，convolute　laminationと呼ばれるラミナ

の乱れがその層中に見られることがある。。

　5）』粘板岩のパッチは，細粒砂岩には全く含まれな

い。円礫を伴うこともない。

　6）　H81雁n疏o沼侃などの生痕は，・細粒砂岩下底の

キャストとしては見られない。しかし，細粒砂岩のラミ

ナまたは薄層を挾む泥質岩のうちの，比較的粗いラミナ

の下底に多産する。

　砂岩の両タイプを合せて一つの全体と考えると，

turbidity　currentからの模式的な堆積物に相当するもの

といえる。つまり，粗粒のものはturbidity　curreptの

先端部（pOse）および主部からの，細粒のものは後端部

（dilute　tail）からの堆積物にそれぞれ相当すると考え

るのが自然である。それにもか、わらず，実際には，両

者は互いに分かれて産し，不連続である。

　これら両者をもたらした営力turbidity　currentは，

もともと同ムであつたろうか，それとも，性質を異にす

る別々の起源のものであつたろうか？。この問題につし♪

てはまだまだ多くの観察が必要であつて，たどえば，同

一のcurrentの後端部がある條件の下で先端部からひど

く遅れて，遂には両者が全く分離したような状態におち

いる可能性も考えられよう。しかし，これまで記載され

ている世界各地のturbidity　currentによる堆積物の大

部分は薄いユニットをなしてgmdingしているらしい。

．厚い層をなす砂岩一たとえばアペ土ンのMacigno砂岩

（D一部など一は言rading’もはつきりせず，異常なタイ

プのものといわねばならないらしい。したがつて，さし

あた軌当地域の粗粒砂岩は，異常なタイプの砂岩だけ

を堆積きせた特異なturbidity　currentの所産であつて，

細粒砂岩とは成因的に無関係なもの，と考えておきた

い。

　ところで，gradingがはつきりせず細粒部を欠く異常

なタイプのturbiditesめ成因については，いろいろな説

明が提起きれている。模擬実験の結果からは，turbidite

になる以前の一時的な堆積物であつたときにその堆積物

自体の粒度のレインヂが狭かつたり細粒物質が相対的に

少なかつたためだとか，長期にわたり連続してcurrent

に物質の酒養がなされたたあだとか，などといわれてい

るし，また最近の、turbiditeの水平方向における変化に

注目しての研究からは，供給源地域に近い部分のフアシ

ースを表わすものだろうとか，いろいろな推論がなされ

ているものの決定的な結論は断言はできない。しかし，

あえてこの異常なタイプのturbiditeの成因を考えるな

らば，1急な斜面の上部から下部にかけての広い地域にわ

たつて一面に大規模なslumpingないしslidingが数多く，

》〉もほとんど同時に突発し，それらがturbidity　cur

rentに転化したもの，それらは巨大なものではあるが，

slumping期があまりにも長すぎたため以後のturbidity

currentの発育がおくれ，堆積作用が行なわれたときに

もなおslumpingのおもかげを幾分残したもの，とKue－

nen流に考えるのが最も妥当といえよう。異常なタィプ

のturbiditeを，斜面の上に刻まれた特殊なcanyonか

ら吐き出された　subsea　fanの堆積物とする見方があ

るが，筆者の扱う地域の場含には，そのような堆積物が

canyonの口に相当すべき持定の箇所に集まる傾向はな

く，全地域に散在しているのであるから，この見方はあ

てはまらない。要するに，地向斜斜面の角度が急になる

ことが，異常なturbiditeをもたらす要因であると，考

えておく。

　何はともあれ，筆者の扱つている地域で強調すべきこ

どは，gradingのはつきりしない異常なタィプのturbi－

ditesが量的に非常に多く，広く産出するという事実で

ある。そして，それをもたらしたturbiditycurrentは，

細粒のturbiditesをもたらしたものに較べて，礫をきえ

運びうる位に，下底にあつた黒色頁岩の断片を流れのな

かにまき込みえた位に，より強力なものであつたといえ

る。

　次に，この地域における粗粒塊状砂岩層の大局的な分

布状態についてみてみよう。一般にチャートは泥質岩と

密接に相伴うものであつて，チャートと泥質岩とが細か

く規則正しく互層する場合もあれば，チャート→珪質泥

岩→泥岩という岩質の漸移関係がみられることもある．

チャートと粘板岩との組合せを全体としてチャート相と

呼ぶ。チャ7ト相がしばしば砕屑岩相とinterfinger多．

関係1こあることは普通に認められているところである

が，これについてもう少し突つこんで考察することにす

る。一

　木曽山地北部におけるチャート相と砕屑岩相との分布

状態をみると，興味ある事実が目につく。チャート相で

特徴づけられる：皿b相を南西方向にたどつてみると・チー

モートが衰える。北東部では平行して発達していたとこ

ろの細粒砕屑岩を主とする11a相が，南西部では∬b相

の領域にくいこんで，interfingerするようになる。そ

して，interfingerの部分では，∬a相の主体部にきわ

めてまれな粗粒塊状の砂岩層が，しばしば挾まれてい

ち。また，11b相のチャートに富む岩相のなかでも砕屑

11一（1047）
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岩相が優勢になるところには，この粗粒塊状の砂岩層が

はつきりと認められ，しかも多くの場合，きわめて粗粒

で，礫を伴うこときえある。さらに，粗粒塊状め砂岩層

とそれに伴う礫岩とで特徴づけられる皿相のながに分布

するチゼートは，礫岩のもっと少ないla相における罫

りも，かえつて連緯性に富んでいる。このように2テヤ

ートが急激に消滅する所には，粗粒砂岩層の発達が著し

い・このことからみて，チャート相の堆積作用を急激に

中絶きせたものは・粗粒塊状砂岩層の突発的塗堆積作用

であり，すなわち強力なturbidity　currentの到来であ

るといえる。筆者はこれまで，内帯の他の地域で，著し

いチャート層の内部に礫質部を伴つた粗粒砂岩層が挾ま

れたり，両者が直接、したりする例を幾度となく実見し，

両者が漸移にほど遠い関係にあるのに奇異の感にうたれ

たこともある。このことも，・先に述べたチャートと粗粒

砂岩との関係の一つの現われにほかならず，同じ考え方P

で，解すべきものである。

　ところで，地向斜1弓堆積した砂岩（graywacke）のう

’ち，フリッシュ相や外帯の未詳中生層に模式的に発達す

るような砂岩・頁岩のリズミカルに互層する産状をなす

場合には，おそらく，地向斜に隣接していたと推定きれ

る一種のデルタ状体の急速な成長につれてその末端部に

週期的に破綻が生じ，かくして中位の大きさのturbidity

currentが週期的に生じたものであろうし，その起因と

しては地殼変動を強いて考える必要はない。・しかし，木

曽地方の粗粒の厚い砂岩層の堆積については，それが突

発的に産出し，かっ大規模であることからみても，その

直接的な起因としてほ斜面の角度の急激な増大，いいか

えれば地向斜底の形態の突発的な変化が推定きれること

は先に述べた通りであるが，きらにその急変をもたらし

た遠因としては，ある種の突発的な地殻変動を考えぎる

をえない。内帯の中部二畳系にときどき報告きれている

層内礫岩が後背地におけるある地殼変動の反映として一

．般に解きれ注目をあびているが，この地殼変動の反映は，

ひとり礫岩の産出のみに求められるべきではなく，礫岩

を伴つた粗粒砂岩層そのものの生成にあるとみるべきで

ある。つまり，後背地だけでなく，地向斜そのものの状’

態にも著しい変化が生じたと考えられる。このように考

えると，“ある種の地殼変動”は粗粒砂岩層の数に相当

Pする回数だけあつたことになり，何々のフエーズと取り

立てていうほど珍らしいできごとではなくなる。いずれ

にせよ，二畳紀の大部分の時期には日本の地向斜がこの，

ように不安定な状態にあつたことは，明らかである。し

かし，その不安定な状態が白本の古生代地向斜時代の末

期だけに限られたものではないか一二畳紀以前にはなか

つたのではあ，るまいか一という問題，つまり，その不安

定な時期の堆積作用がアルプスのフリッシュの堆積作用

に相当するものではあるまいかということは，まだ予想

の域をでていず，今後検討すべきものとして残されてい

る。

6・3　2・3の粗粒秒岩の性質

　次に，2，3の粗粒砂岩の鏡下での観察結果をあげて

おく。その組成は次の通りである。

　鉱物粒は，角ばつた，平均0。5mm程度のもので，マ
ト
、 リックスがかなり多く，graywackeタィプである。

　主要鉱物：　石英・ミロニティック石英・斜長石・カ

リ長石。

　副成分鉱物1　白雲母・黒雲母・、電気石・ジルコン様

鉱物・珪線石（？）・ぎくろ石・その他変質した不明鉱

物。

　マトリックス：　炭質物・緑泥石・細粒石英など。

主要な岩片1　チャート・粘板岩・塩基性火山岩・酸

性火山岩・粉岩（？）一（以上非変成）一・石英質結晶片岩

・珪岩。

　代表的な砂岩のうち，従来の“味噌川の中生層”，古

　　　　　　　　　　　　　　ノ生層，領家変成帯からサンプルを取り，その構成鉱物・

岩片の容量比をpoint　counter法により求めてみた。領

家帯にはいる之，次第に斜長石の絹雲母化な』どの変成作

用が加わるため，測定困難となる。

第1表　粗粒砂岩の組成百分比

採　集　箇　所

石英・ミロニティック石英

斜長石・絹雲母化斜長石

カ　　リ　　長　　石

他　　の　　鉱　　物

チャー　トの・岩片

他　　の　　岩　　片

マ　ト　リ　ッ　ク　ス

1

47．4’

16．6

12。・0

3．2

2．8

1．2’

16．8

100。0

2

39．2

19．7

9．5

3．6

4．5

2．5

21．0

100．0

3

44．3

9．7

13．1

2．8

5。5

3．2

・21．4

100．0

4

2
3
4
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38．4

7．9

8．3

6．7

19．0

4．7

15．0

100．0

1　味噌川中流，従来「“味噌川の中生層7と呼ばれた

　地層
　橋戸沢，従来から古生層ときれたもの

　贅川西方，微弱な領家変成作用を受けたもの

　贅川西方，微弱な領家変成作用を受けたもの

1～3ほ，平均して粒度約0．5mm，淡青灰色の外

　観を示すもの
4は，チャートの細片に富んだより粗粒なもの。3

　と互層する　　　　　　　　、．
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　　　　　　　　　　＼
　第1表からわかるように，石英の量，斜長石とカリ長

石とを合わせた量，比較的粗粒な砂岩であるにもか、わ

らずマトリックスの量がかなり多いこと，などは，砂岩

を構成する粒子が角ばつていることと相まつて，これら

砂岩がgraywackeタイプであることを示している。ま

た，従来中生層と考えられた地層中の砂岩も，古生層と

みなきれた地層中のものも，ほとんど差がない。次に，

構成物のうち，とくに注目すべき事実につき，2，3の

データを付言する。

　1）　ミロニティック石英：　清澄な粒で，ミロニティ

ックの程度には種々の段階がある。単に波状消光を示す

にすぎないもの，波状消光が強くなつて縫合状の外形の

いくつかの結晶に分裂しているもの，さらに結晶片岩状

のものなどが見られる。これらは，粗粒の石英質岩石が

偏圧をうけて結晶片岩形成の途上のものか，またはプロ

トクラスチィックな酸性深成岩か，あるいはチ｝一ト起

源の珪岩か，いずれにしても変成帯の岩石からきたもの

である。

　2）長石類＝長石類ほ比較的多い。とくに，カリ長

石に比して，より不安定な斜長石が多い。変質をうけた

ものもあるが，埠較的新鮮なものが多い。新鮮な斜長石

は，oligoclase－andesineである。カリ長石は新鮮で，

格子構造やパーサィトがよく発達する。

　3）珪線石：　石英中に含まれる繊維状のものであ

る’。鑑定がよくつかないが，おそらく珪線石（ファイブ

ロライト）であろうと思われる。

　4）結晶片岩・珪岩など：　チャートや上述のミロニ

ティック石英とは区別困難な場合が多いが，それとは別，

に，確かに結晶片岩や珪岩と思われるものが存在し，と

きにホルンフ土ルス状のものもみられる。構成鉱物とし

ては，石英以外に白雲母・黒雲母・エピドート（？）が

みいだされる。なお，酸性火山岩原め変成岩と思われる

ものが存在するのは注目に値する。

　6．4　砂岩の起源についての予想

　これらのデータは，砂岩の起源を断定するにはあまり

にも貧弱なものではあるが，重要なデータの一つである

といえよう。そして，これら砂岩の組成と，泥質岩中に

白雲母片の多いもののあるのを併せ考えると，起源につ

いての程度のイメーヂは浮かんでくる。すなわち，

　a）　ミロニティック石英・珪線石（？），結晶片岩の

岩片，雲母類の二部は，変成岩起原のものであろう。

　・b）　カリ長石・斜長石・白雲母・黒雲母・電気石な

どは，酸性深成岩・ペグマタイト．から由来したものであ

ろう。

　a）とb）との各グループは，おそらく，同｝地域

すなわち，広域変成帯から由来したものどいえよう。こ

のほか，チャートの岩片など，古生層自体に普逸に見ら

れる岩種の構成物も少なくない。

　広域変成帯から由来したといえば，この場合，常識的

に想像されるのは，その変成帯は現在の飛騨変成岩地帯

に関係したものではないかということだろう。しかし，

砕屑岩の構成物は必ずしも飛騨変成帯のものに一致する

ものではない。また，飛騨変成帯から遠く離れた領家帯

外縁の古生層中に白雲母片が沢山含まれること，しかも

内帯のもつと内側を占める他の地域の古生層に較べてこ

の地域に雲母片がとくに多いことは，飛騨変成岩を起原

と考え．るのと矛盾す多ように思えるし，』鯖晶片岩のよう

なこわれ易い岩片が分解せずに残つていることも興味を

ひく。．

　ともかく，堆積物の供給源の問題は，広く各地域から

データを集めないで即断するのは危険である。また，こ

の問題を考えるのに，偶然的にみられる少数の大きな櫟

あ性質のほかに，粗粒砂岩の構成物，聖とくに岩片を定量

的にも定性的にも検討するのが有効であると思える・大

、きな礫などは，物質の大部分をもたらしたものとは別

の，偶発的な営力によつて，大部分の物質の供給源とは

別の構造単位をなした地域から由来した可能性も，あり

うるからである。

7．　礫岩および礫状岩の産状

　古生層にみられる礫質岩には，4種類のタイプがあ

る。第1のものは，粗粒砂岩中に粘板岩の破片だけを含

んだもので，真の礫岩とは区別さるべきものである。第

2のタィプのものは，同じく粗粒砂岩中にチャートなど

の丸い礫のはいつにもゐで，’狭義の礫岩である。、第3の

タイプは，泥質のマトリックス中にチャートの礫の含ま

れるものである。これらどは別に，おそらく破砕作用に

基づくとみなきれる角礫岩がある。

　7．1第1のタイプ

　これは，筆者が「上松」，地質図幅説明書において“礫

岩状岩石”と呼んだもので，当地域の粗粒砂岩中にもみ

られる。粗粒で厚層をなすものはほとんど常に，多かれ

少なかれこの種の．礫岩状岩石に伴うことを1特記してお・

く。第2図には，このタイプの産地はとくに示してない。

、粘板岩の破片は，その延びの方向に平行な面では，一

見，円礫岩にみえることもあるが，よくみると大ていは

不規則な形費している。垂直な面では，長く延びて薄板

状をなし，多くめ場合先端が角ばつたりとがつたりして

いて，大きなものでは全体の形はうねつたり曲つたりし

ている。しかし，比較的小きな径5mm位のものは，や
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や丸味をおびている。粘板岩の破片は，砂岩層全体に一

様に分布することもあるが，大局的にみれば層の下部に

多い傾向がある。

　このような粘板岩の破片は，一種の偽礫であつて，

slumpingに関連してできたpulLapart構造と説明きrれ

る・graywacke　faciesの砂岩の特徹，として注目され，

世界各地で説明きれている。なお，わが国では，古く神

津傲紡（1911，p・71）が“角子岩”（角礫岩のこと）5）

という名称を用いて，この種の礫状岩の産出するのを報

告している。

　7．2第2のタイプ
　これも常に，粗粒塊状の砂岩中に認められる。礫は，

径2cm位の大きなものもあるが，1cm以下¢）ものが多
鴨
い
。
礫
種 は，チャートが大部分で，まれには細粒砂岩の

　こともある。礫の形は，一般に角がとれて丸味をおびて

いるものの，かなり不規則なこともあり，チャートの礫

のうちには先端が二またに分かれてフオ㌘ク状を思わせ

　るものすらある。しかし，完全に円礫といえるものもあ

　る。したがつて，これら礫は，始めから礫として砂や泥

　と重なり合つて堆積していたものが，・後にturbidity　cur－

rentとなつて移動し堆積したもの，と考えておく。　こ

れら礫を含んだ部分は，砂岩層のうちでも比較的粒度の

・大きな部分であり，その上や下にある粒度の小きな部分

に移り変り，大きくみてgradingを示すごとが多い。

』’礫岩部は，砂岩層のなかに10cm内外の聞隔をおいて2

枚以上の薄層をなす場合もあり，必ずしも砂岩層の下底

に集中しない。、

　このタイプの礫岩は，木曽山地北部では皿相中に産す

、るが，南西方の地域では他の岩相中にも認められる。は

つきりした礫岩は比較的まれだが，そのほかに，径2m

m位のチャートの小片を多く含んだ礫質砂岩は，粗粒砂

岩中にしばしば認められるし，皿相以外のどの岩棺中の

粗粒砂岩にも広く認められる。

　7．3第3のタイプ

　このタイプの礫岩は，礫そのものの性質としては，第

2のタィプのものと同じである。すなわち，径1～2cm

位で，かなり丸味をおびている。’まれには細粒砂岩の礫

もある。しかし，第3のタイプの著し’い特徴は，そのマ

　トリック貞が泥質である点にある．とのような岩石は，

pebblymudstoneと呼ばれPるべきもので，その成因につ

いては，Crowel11）が述べているように，泥層と礫層と

　　　　　ロの互層がある條件の下で一緒に斜面をすべり落ち，両者

が混ぎり合い，かくして泥のなかに礫の散在した礫質岩

として堆積したものξ考えられる。そのすべり出しを規

定した條件としては，やはり，傾斜の角度の突発的な増

大，つまり地向斜の状態の急変が考えられ，おそらく地・

向斜当時のある種の地殼変動があつたものと，筆者は考

えたい。すなわち，このタイプの礫岩も，地向斜時代の

不安定な時期の一指示者といえる。

　この場合，礫の形が角ばつていれば，礫ほチャートが

pul1－apart作用をうけたもの，つまり第1のタィ・プの粘

板岩の破片と同じ成因によるもの，ということになる。

しかし実際には，礫は一方向に延びたものが多いとはい

え，角ばつた礫は実見きれないのであるから，この場合

のチャート礫がもともと普通の礫であつたと考えておく。

．また，チャートのpull－apart　Q報告はまだないようであ

る。・とはいえ，現在見られる礫が丸味をおびているのは

すべり動く間に円磨きれたと考えられなくもなく，とく

、に図版6（e，f）に示したようにチャート礫の密集する

場合には礫同志がぶつかり合つて円磨される可能性も小

きくなく，すべり動き以前には角礫状であつたとする考

え方を全く可能性のないものと否定し去ることはできな

い。このことと関連して興味あるのは，第2のタイプの

礫岩の産出箇所の近くに，径2～3mm位のチャートのや

や角ばつた岩片だけが泥質マトリックス中にまばらに散

在する岩石がみいだきれることである。チャートの小岩

片とマトリックスとの中間の粒度の粒子は，［この岩石中

には全くない。問題のチャートの小岩片は1大きな礫状

チヤートの角ばつた部分の名残りとも考えられるのであ

る。いずれにせよ，小岩片だけを含んだものも，pebbly

mudstoneの一変種にほかならず，成因的にぎ関連した

ものである。

　第3のタイプのpebbly血udstone註2）は，111相中に，

第2のダィプの礫岩と共存して産する。他の岩相の地層

中には，まだ見つかつていない。

　7。4第4のタイプ

　このタイプの岩石は・I　b相のチャートが他の岩石と

細かく互層した地層の，破砕された部分に産する。構成

物は，角礫ないし角ばつた薄板状体である。その延びに

平行な面では礫のように見えるが，それに垂直な薗では「

圧しつぶきれ，引きちぎられた平板状体や角礫であるこ

とがわかる。構成物の岩種は，おもにチャートで，その

ほかに粘板岩があり，まれには石灰岩や細粒砂岩もあ

る。いずれも，I　b相に普通の岩石ばかりである。角礫

註2）　筆者の知つているpebbly　mudstoneめみごと

　　な例は，赤石山地南部の未詳中生層中に見られる。

　　7万5千分の1「静岡」地質図幅の三倉層の礫岩
　4），少なくとも一部は，P6bbly・mudstoneであつ

　て，木曽山地の場合と比較にならない位に，著し

　い層厚と拡がりとをもつている。
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の大ききは，径10cm内外のものから，それ以下の肉眼

的に見られるあらゆるサィズがある。マトリックスにも

破砕作用の様相が読みとられ，鏡下で見ると，ほとんど

一チヤートの角ばつた細粉のみからなる部分や，泥のなか

にチヤートの細粉の混じりあつた部分が，認められる。

　これら角礫のうちには，付近の地質に異質的なものが

全く見られないことからみて，それらが，遠くから渾ば

れてきて堆積した礫岩である可能性は少ない。マトリッ

クスの状態から判断してヅこの角礫岩はすでに充分固化

していたチヤート（および粘板岩などとの細互層）が断

層運動をうけたきいに破砕きれたものと断定せぎるをえ

ない。このタイプの礫状の産出箇所は，藪原一奈良井付

近や砂ケ瀬付近に限られ，神谷断層や奈良井断層の範囲

内にあたるので，その地理的位置からみても』断層砕砕

作用を成因とするのが妥当である。

　その次に問題となるのは，その断層運動の時期であ

る。もちろん，地向斜が完全に地背斜と化したとき，あ

るいはそれ以後の構造運動と考えるのは，常識的であり

最も可能性が大きい。しかし，地向斜時代のある時期に

地向斜底の一部に，すでに堆積し固化していた地層が露

出し，その部分に破砕作用が生じたとか，あるいは，そ

のような岩層が破砕作用を伴う構造運動をうけて地向斜

底に露出するにいたつた可能性はないものであろうか。

っまり，アルプスにおける地向斜を分化させたコルジレ

ラの形成に関連した角礫岩のような地史的位置を占める

ものではないだろうか，という疑問である。もし，そう

だとしたら第4のタィプの角礫岩は破砕作用の生じた地

帯からほとんど移動しなかつた岩石，第3のタィプの

pebbly　mudstoneはもっと遠くに運ばれる間に角礫に円

磨作用がはたらいたもの，というふうにもみなされる。

そう考えると，第4のタイプは第3のタイプの前の段階

を代表することになるのである。し．・まのところ，未凝固

の断層粘土を伴い，新しい時代に再活動したことの明白

な断層帯以外の地域に，第4のタィプの角礫岩が産する

例は，まだ見つかつていない。したがつて，第4のタイ

プの角礫岩を地向斜時代の生成とするのは，一つの単な

る可能性にすぎず，それを支持する積極的な証拠はない

わけである。しかし，礫岩や礫状岩の種類が発達の各段
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
、階を表わすという見方は，今後充分検討されるべきもの

であろう。

89　ま　と　め

　この地域の北部，味囎川の中生層などと呼ばれたζと

のある地層は，極端にチヤートに乏しい古生層の一部に

ζまカ〉ならない。

　当地域の古生層堆積物は，チヤート相，細粒砕屑岩

相，粗粒砕屑岩相に，分けられる。

　細粒砕屑岩の堆積相のうちでとくに目立つのは，

　1）　アルプスのFlyschや世界各地のそれに相当する

』地層に特徴酌な生痕化石H6」吻η地擁4飢が，泥質岩に

多産する。

　2）白雲母片が，しばしば，泥岩やシルト岩に非常に

多く含まれる。ラミナをなすことが多い。この白雲母片

は明らかに砕屑起源である。

　3）植物化石の破片が泥質岩中に認められることがあ

る。このような産状は，内帯の他地域の古生層中にも知

られている。

　粗粒砕屑岩（粗粒砂岩）の特色は，

　4）　粗粒砂岩は，粒子は角ばつており，マトリックス

の量も多くて，graywackeタィプである。組成物として

は，新鮮な長石類がめだち，カリ長石に比較して斜長石

が多い。石英には，ミロニティックなものがある。岩片

としては，チヤートのほかに，結晶片岩がみいだされる。

　5）粗粒砂岩は，塊状で，厚い層をなす。その一部

に1チヤートなどの礫の含まれるものがある。また，粗

粒砂岩層には，しばしば，粘板岩の断片がはいつている。

　6）礫岩に伴つて，pebbly　mudstbneがある．細粒砕

屑岩の一部の比較的粒度の大きな部分にgradingが認め

られたり，convolute　laminationが発達したりしていて，

turbiditesの様相をそなえるものがある。それに引きか

え，粗粒砕屑岩一粗粒砂岩は，graywackeタイプである

にもか＼わらず，砂岩層自体の内部においてgrading

はあまり明瞭でない。しかも，粗粒砂岩層にかきなる細

粒砕屑岩に対してもgradingをなさず，不連続的であ

る。また大きくみて，粗粒砂岩層は，チヤート相の領域

にくいこんだような分布状態をなしている。

　細粒砕屑岩のうちのturbidite的な部分は，弱いtur－

bidity　cuギrentによるもの・粗狸細屑岩は・slumpingの

名残りをと黛めた異常な強力なturbidity　currentによ

るもの，と推定きれる。この強力なcurrentは，地向斜・

の恒常的な堆積作用を急激に中絶させた突発的現象で，

その直接的な起因は，おそらく，地向斜底の形態の急変

と斜面の角度の急増とであつたろう。’これまで，内帯の

各地で古生層に“層内礫岩”が知られ，二畳紀中期の後

背地に芦ける地殻変動の反映だといわれているが，層内

礫岩も粗粒砂岩もともに，地向斜時代の変動に富んだ不

安定な時期をあらわすものと，みるべきである。

　古生層の砕屑堆積物の堆積相は，外帯のいわゆる未詳

中生層に模式的に見られるリズミカルな互層に乏しい点

を除けば，フリッシュ層の堆積相に類似している。・
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　　　　　　　　　図版1　　生痕化石（H6Z彿伽漉厩4εα）

この黒色頁岩は，領家変成作用の影響で黒雲母ができている。H6Z吻1彫ho厩飢

は，この図に示きれるよりも，もつと密集して産するのが普通である（藪原駅付近）。

鐘灘雛鰯鍵鶴灘聾聾灘撚灘
図版2　植物の破片のはいつたシルト岩

破片はグラフアイト化し，光つている。

（蟄川駅東方）

　　　図版3　第4のタイプ（角礫岩）

角礫はほとんどがチヤート。マトリツクスにも，チヤー

トの小片が多く・ミロニテイツクな組織がみられる。

断層破砕帯中にみられる・（奈良井の南方）



図版4　白雲母片を多量に含むシルト岩　（味噌川）



図版5　　長石を比較的多量に含む砂岩

Pは斜長石，Kはカリ長石　（味噌川）
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　　　　　　　　　　　　　　　図版6　111相にみられる礫岩

α・み・6・4は第2のタイプ。円礫は・大部分チヤート（白色）で・少量の砂岩（灰色）を混じえている・黒色

の角ばつた部分は，黒色頁岩の偽礫。チヤート礫が偽礫にくいこんだり，員’いたようになつている。

6，∫は，第3のタィプ（ρめ61y窺％45♂o紹）。ヒhに示したものと共存する。

左側α，o，θは礫の長軸に平行な断面。右側6，4，∫は長軸に垂直な断面。（いずれも桑沢山東方）




